
広報みなみふらの 2009.10 88

8
月　

日
か
ら

18

　

日
ま
で
の
8
日

25間
、
町
国
際
交
流

協
議
会（
岩
永
廣

一
郎
会
長
）の
主

催
に
よ
る
『
第　
10

回
南
ふ
ら
の
国
際

交
流
の
か
け
は

し
』
が
行
わ
れ
、

今
年
は
、
東
京
の

日
本
語
学
校
に
留

学
中
の
3
ヵ
国
6

名
の
留
学
生
が
、

協
議
会
員
6
世
帯

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
、
南
富

良
野
の
生
活
や
文

化
に
触
れ
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
交

流
も
深
め
ま
し
た
。

留
学
生
は
8
月　

日
に
来
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町
し
、
出
迎
え
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
対
面
し
、

笑
顔
で
固
い
握
手
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
夜
に
は
、
来
賓

や
町
民
が
参
加
し
て
、

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
町
民
国
際
交

流
パ
ー
テ
ィ
」
が
み
な
く
る

で
開
か
れ
、
一
人
ず
つ
日
本

語
で
自
己
紹
介
や
参
加
し
た

抱
負
な
ど
を
述
べ
た
ほ
か
、

出
席
し
た
皆
さ
ん
と
会
話
を

し
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

翌
日
の　

日
に
は
、
池
部
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町
長
を
表
敬
訪
問
。
池
部
町

長
が
中
国
語
な
ど
で
歓
迎
の

挨
拶
を
す
る
な
ど
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
で
懇
談
が
行
わ

れ
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
笑

顔
で
母
国
の
話
や
北
海
道
に

つ
い
て
の
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。
池
部
町
長
は
、

「
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
、

6名の留学生が池部町長を表敬訪問

この事業は、（財）北海道国際交流センターの協力で
留学生を招き、町民との交流から互いに国際理解と
友好を深めようと行われているもので、本町で留学
生の受け入れを始めて今年で18年目となりました。

オウ　トウキ さん
国籍：中国
ホストファミリー：岩永廣一郎宅（北落合）

ク　スソン さん
国籍：韓国
ホストファミリー：曽慶一介宅（幾寅）

チョウ　シンユ さん
国籍：台湾
ホストファミリー：安西英紀宅（幾寅）

ゴ　カリュウ さん
国籍：中国（香港）
ホストファミリー：長谷川将宅（下金山）

ハン　シュクコウ さん
国籍：中国
ホストファミリー：五日市義治宅（幾寅）

リュウ　シキ さん
国籍：中国（香港）
ホストファミリー：小野秀 さん（落合）

国際交流のかけは国際交流のかけはしし　　　６６名の留学生が来町名の留学生が来町
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こ
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に
ち
は

保
健
師
で
す　

特　
　

集

　

地
デ
ジ
のお

知
ら
せ　

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
催
に
よ
る

「
第　

回
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

35

大
会
」
が
8
月　

日
、
町

26

民
体
育
館
を
会
場
に
行
わ

れ
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
や
福
祉
施
設
の
利

用
者
な
ど
2
3
4
名
が
一

堂
に
会
し
、
福
祉
施
設
の

利
用
者
と
地
区
別
に
赤

（
幾
寅
）、
青
（
落
合
・
下

金
山
）、
白
（
北
落
合
・
金

山
）
の
3
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て　

種
目
の
競
技
を
楽

10

し
み
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。競

技
で
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
や
輪
投
げ

リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
が
、
応

援
席
か
ら
の
声
援
を
受
け

て
、
真
剣
な
表
情
で
的
や
ゲ
ー
ト
を
狙

う
な
ど
、
チ
ー
ム
の
勝
利
を
目
指
し
て

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
青
チ
ー
ム
が
6
年
連

続
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

幾
寅
保
育
所
園
児
に
よ
る
幼
児
競
争

で
は
、
園
児
た
ち
が
元
気
に
駆
け
る
姿

に
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
目
を
細

め
な
が
ら
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

競
技
の
合
間
に
は
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
幾
寅
小
学
校
の
4
年
生
か

ら
6
年
生
の
児
童
が
「
よ
っ
ち
ょ
れ
」

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
各
関
係
機
関
お
よ
び

団
体
の
皆
様
に
対
し
、
紙
上
を
も
ち
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「「パン食い競争パン食い競争」」

高齢者や福祉施設利用者が一堂に会し交流

第35回福祉スポーツ大会

「「輪投げリレー輪投げリレー」」
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日
本
の
良
さ
を
十
分
学
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
施

設
見
学
で
は
町
内
を
一
周
し

て
、
各
施
設
や
景
色
を
見
学

し
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
に

感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

来
町
3
日
目
の　

日
に
は
、
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空
知
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
体
験
し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
肌
寒
い
中
で
の
体
験
で

し
た
が
、
「
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

醍
醐
味
を
満
喫
し
た
よ
う
で

し
た
。

　

日
に
は
、
学
校
訪
問
が

21
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の

小
中
学
校
を
訪
問
し
、
元
気

な
児
童
生
徒
の
歓
迎
を
受
け
、

交
流
集
会
や
料
理
教
室
な
ど

で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

日
に
は
、
各
ホ
ス
ト

24

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
留
学
生
の
国

の
料
理
を
作
っ
て
持
ち
寄
り
、

「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」
が

開
か
れ
、
留
学
生
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
歌
や
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い

パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

「
あ
っ
と
い
う
間
の
1
週
間

で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
く

交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

南
富
良
野
に
来
た
い
で
す
。」

と
話
す
な
ど
、
名
残
惜
し
い

と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。

8
月　

日
、
役
場
前
で
見

25

送
り
式
が
行
わ
れ
、
岩
永
協

議
会
会
長
か
ら
、
留
学
生
へ

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、

留
学
生
か
ら
8
日
間
一
緒
に

生
活
し
た
家
族
に
、
お
礼
と

お
別
れ
の
挨
拶
を
述
べ
、
涙

を
流
し
な
が
ら
南
富
良
野
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

留学生に質問タイム【金山小学校】

空知川でのラフティング体験

書道の腕前を披露【下金山小学校】

うどんづくりに挑戦【落合小学校】 ゲームで交流【幾寅小学校】
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も
の
づ
く
り
を
支
え
る
企
業
や
人
材

に
贈
ら
れ
る
第
3
回
「
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
」（
経
済
産
業
省
な
ど
の
主
催
）

に
お
い
て
、
長
田
秀
治
さ
ん
（
幾
寅
）

が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
オ
サ
ダ

農
機
株
式
会
社
（
富
良
野
市
）
で
製
造

し
た
人
参
や
大
根
の「
自
走
式
収
穫
機
」

が
、「
地
域
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
自
走
式
収
穫
機
」
は
、
長
田
さ
ん

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
同
社
の
技
術
ス

タ
ッ
フ
6
名
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

人
参
や
大
根
を
畑
か
ら
抜
き
取
り
、
茎

葉
を
出
荷
規
格
の
長
さ
で
切
断
し
て
コ

ン
テ
ナ
な
ど
に
収
納
す
る
収
穫
機
で
あ

り
、
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
耐
久
性
が
高

く
、
ま
た
、
高
精
度
な
茎
葉
切
断
作
業

の
自
動
化
な
ど
、
収
穫
作
業
の
省
力
化

や
労
働
力
不
足
の
解
消
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
の
受
賞
に
際
し
て
長
田
さ

ん
は
、「
収
穫
機
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
か
ら
約　

年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

20

ま
で
に
様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
作
り
上
げ
た
機
械
だ
け
に
、
大
き
な

評
価
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。」と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。オ

サ
ダ
農
機
株
式
会
社
は
、
本
町
幾

寅
の「
南
富
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
」

の
農
業
機
械
部
門
が
独
立
し
て
平
成　
15

年
に
設
立
さ
れ
、
富
良
野
市
に
工
場
を

構
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
型
の
人
参
収
穫
機
の
製
造

は
、
オ
サ
ダ
農
機
が
国
内
唯
一
の
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
全
国
各
地
に
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

長
田 
秀
治 
さ
ん（
幾
寅
） 
自
走
式
収
穫
機
製
造
で

　

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞「
地
域
貢
献
賞
」を
受
賞

自走式収穫機「２条にんじんハーベスタ」

長田　秀治さん


